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臨床栄養学と応用栄養学の講義などを担当しています。臨床栄養学
は傷病者、応用栄養学は主として健常者の栄養管理について取り扱う
分野です。一口に傷病者や健常者といっても、病気やライフステージ、
環境が異なると、注目することも変化します。様々な要素を考慮した
栄養管理を行うために、人の成長や加齢に伴う変化や人体の構造と機
能、疾患の成り立ちなどについても学びます。
具体的に知識が活用できる場としては、生活習慣病などの一次予防、

二次予防、三次予防に関わる行政や学校、病院、介護施設などがあり
ます。栄養士として働きたいと考える学生はもちろんですが、学ぶこ
とにより家族や周りの人の健康を支えることにもつながると考えます。

リンは生体内で必要不可欠なミネラルであり、骨の材料になる
他にも多くの機能があります。血中リン濃度は腎臓、骨、副甲状
腺、腸管などの臓器との相互作用によって調整されていますが、
その中心は腎臓からのリン排泄で、腎機能が低下すると血中リン
濃度が増加することが知られています。慢性腎臓病の高リン血症
が骨ミネラル代謝異常を引き起こすことが知られていますが、健
常者であっても血中リン濃度が高い人ほど循環器疾患のリスクが
高いことも報告されており、リン毒性という概念が生まれていま
す。食品添加物に含まれる隠れたリンからの過剰摂取が懸念され
ており、食事性リンが生体に及ぼす影響について研究しています。

リンの過剰摂取と健康障害について

岐阜市内の高齢者サロンにて、高齢者の低栄養に関する講演
を行いました。加齢により心身が衰えた状態であるフレイルや
筋肉が減少した状態であるサルコペニアに関する話題を中心に、
長く元気に過ごすための食事や生活のポイントについて解説し
ました。
超高齢社会や出生率の低下などの問題を抱える日本において、

要支援、要介護状態の高齢者を減らすことや元気な高齢者を増
やすことが国や県、市という大きいレベルのみならず、個人の
レベルにおいても極めて重要であると考えており、そのための
取り組みや研究を行っていきたいと考えています。

高齢者サロンにおける老年疾患予防に関する出前講座

臨床栄養学のイメージ

生体内におけるリン調節機構
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